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青少年就労支援システム 
【応募内容】 

 若年無業者が急増している。15 歳～24 歳層の約 10 ㌫

137 万人に及ぶとの統計がある。（労働政策研究・研修機

構）加えてひきこもり状況にある青少年も 80 万人以上と

言われている。長年青少年の自立・就労支援を行ってきた

当センターとしては、何故ここまで放置していたのかとい

う思いがある。 

 長引く不況、中高年の失業、家庭・教育問題など、原因

を探れば複雑過ぎるきらいがあるが、社会的・経済的損失、

治安問題などを考えると、原因を探る以上に就労の道筋を

付けることが急務である。 

 当センターの長年の活動から生まれた【コミュニティ・

アンクル・プロジェクト】は、かつての丁稚奉公をアレン

ジした単純ではあるが分かりやすい支援策である。 

【企業概要】 

理 事 長 ： 工藤 定次 

本 社 所 在 地 ： 〒197-0012 東京都福生市加美平一丁目 12 番地 5 

Ｕ  Ｒ  Ｌ ： http://home.interlink.or.jp/~ysc/ 

業 務 内 容 ： ひきこもりや無業状態にある青少年の就労・自立支援のためのプログラムを

提供。 

資 本 金 ： 270 万円 

沿 革 ： 創業平成 11 年（業歴創業 6 年） 

主な販売・受注先 ： 厚生労働省関係・環境省の受託業務など 

 

従 業 員 数 ： 正社員 14 名（パート・アルバイト等 7 名）   平均年齢 33 歳 

【連絡先】 

担 当 者 ： 工藤 姫子 所 属 ： 事務局 

電 話 ： 042-553-2575 Ｆ Ａ Ｘ ： 042-551-6759 

E - M a i l ： ysc@interlink.or.jp    

 

 

地域の事業者がボランティアではなく、先生として若者に仕事を教える。謝礼金を払う若者も勉強と

いう観点から仕事を覚える。その中間に両者の関係をフォローするコーディネーターを配することで、

仕事という小さな枠を超えた人間的な関係を向上させることができる仕組みである。 

 現代の若者は、日本の将来、自分の未来に夢を抱くことができなくなっている。片や情報過多が災い

して、自己の能力を容認できないでもいる。そんな状況の若者に現実に生きる力を与えられるのが地域

で地道に生き続けている事業者であるとの確信がある。 

 【コミュニティ・アンクル・プロジェクト】が始まって 4 年。40 社以上の事業者が述べ 40 名以上の

研修生を受け入れて下さっている。日本社会の未来の再生に大人の責任を果たすために。 


